
「愛知県における児童虐待防止の歩み」   



愛知県における児童虐待防止の歩み  

●親権喪失申立て事件（半田児童相談所）  

◎cAPNA設立（10月10日）  

●稲沢市2歳女児虐待死事件（1月）  

●豊田市幼児虐待死事件（10月）  

○本庁児童相談所主管課に専門職員（心理職）を配置（主任専門員）  

平成6年度  

平成7年度  

平成8年度  

平成10年度  

平成11年度  

このことにより、児童相談所の活動をサポートする県庁主管課との密接  

な連携や体系的な虐待対策の企画ができるようになった。  

※平成17年度からは担当グループ主幹（班長）に専門職員配置。  

平成12年度 ＝愛知県の虐待対策元年とも言うべき年－－－－－－－一一岬－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

●藤岡町小5男児折鑑死事件（10月）  

●虐待防止法施行（11月20日）  

●武豊町3歳児餓死事件（12月）※法施行後、全国初の死亡事件  

○医療機関用子どもの虐待対応マニュアル作成  

○アセスメント・進行管理表の導入  

○児童虐待対応弁護士設置  

◎CAPNAがNPO法人化  
◎日本子どもの虐待防止研究会（Ja SPCAN）あいち大会（12月）  

をCAPNAが中心となって開催し，愛知県・名古屋市が後援する。  

平成13年度 ●小牧市クーラーボックス女児死体遺棄事件（13年3月）  

○危機児童家庭サポートチーム導入（児相の関係機関ネットワーク）  

○教育・保育関係機関用子どもの虐待対応マニュアル作成  

○児童虐待対応精神科医設置  

○中央児童相談所に児童専門監（常勤医師）を配置。  

○児童福祉司の増員  

※毎年度増員：平成12年度＝40人→平成20年度＝83人  

平成14年度 ○全児童相談センター長の専門職化（福祉職・心理職・医師）  

○児童虐待対応法医学医師設置  

○被虐待児家庭復帰のための保護者指導マニュアル作成  

OCAPNA（子どもの虐待防止ネットワークあいち）との協定書締結  

○里親支援事業開始  

平成15年度 ○家族再生のための地域型家族支援マニュアル作成  

○虐待防止啓発事業  

CAPNAに児童虐待対応関係者向けセミナーを委託。  

○情緒障害児短期治療施設（日進市）新設  

平成16年度 ●児童虐待防止法改正施行（10月1日）  

●児童福祉法改正（市町村の役割）  

○市町村向けあいち子どもの虐待対応マニュアル作成  

○里親サロン、里親ヘルパー制度導入  
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平成17年度 ●尾張旭巾5歳児虐待死事件（12月）  

（⊃アセスメント及び進行管理システムの見直し  

（継続ケース用アセスメントシート、オンラインでの管理情報共有など）  

（⊃スーパーバイザーの増員  

※福祉司の増員の伴い増員：平成12年度9人→平成20年度14人  

（⊃愛知県版市町村児童相談の手引き作成  

（⊃一時保護所移転改修（定員20人→40人に）  

（⊃乳児院（犬山市）新設  

乳児院不足を解消するため、県として積極的に補助。  

平成18年度（⊃愛知県要保護児童対策協議会設置（県レベルの協議会）  

（⊃医療機関用・教育機関用マニュアル改訂  

（12・13年度作成のマニュアルを改訂）  

（⊃乳児院（岡崎市）新設  

乳児院不足を解消するため、県として積極的に補助。  

平成19年度 ●虐待防止法改正（H20年4月1日施行）  

（⊃被虐待児家族再続合プログラム作成  

（⊃オレンジリボンキャンペーン2007実施  

（⊃県内全市町村に要保護児童対策地域協議会設置完了  

平成20年度（⊃春日井児童相談センター開設  

人口105万人の中央児童・障害者相談センターを分割。  

（⊃中央児童・障害者相談センターに企画・児童指導課を設置。  

（○福祉事務所・障害者更生相談所を児童相談センターに併合。  

児童相談所長が福祉事務所長・更生相談所長兼務。福祉対応の強化。  

（○被虐待児家族再統合プログラム試行実施  

試行結果を踏まえマニュアル化し関係機関に配布。その後、マニュアル  

に基づき、各児相で積極的に家族再統合を実施。  

・○オレンジリボンキャンペーン2008実施  

10里親掘り起し事業実施  

○児童相談所業務支援システム開発  

全児相のデータを一括管理。進行管理システムも改良。  

○一時保護所定員増（40人一→48人に）  

児相の積極的な一時保護対応により一時保護人数が増加して、保護所定  

員が不足し施設への一時保護委託が増加しているため、暫定的に保護所  

定員の増を図った。  

※根本的な解決のためには、保護所の増設が必要。  
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愛知県の児童虐待対策  

（別添「平成20年度児童虐待防止対策事業一覧」参照）  

（1）児童相談所機能強化   

①児童福祉司の増員（平成12年度＝40人→平成20年度＝83人）   

②スーパーバイザーの増員（平成12年度9人→平成20年度14人）   

③児童心理司の増員（平成12年度25人→平成20年度31人）   

④虐待対応弁護士設置   

⑤虐待対応精神科医師設置   

⑥虐待対応法医学医師設置   

⑦虐待事例について愛知県版アセスメントシートと進行管理システムの使用  

平成12年度から開始。平成17年度に児相継続指導ケースが死亡したことから根本  

的な見直しを実施。  

※平成21年度から新たな児童相談所業務支援システム（電算情報システム）を導入  

し、その中で、児童相談所間のデータ共有も可能とした新たな進行管理システム  

を実施する。（20年度システム開発中）   

⑧被虐待児家族再統合プログラムの実施  

平成19年度に理論編を作成。20年度に試行し、結果をマニュアルとしてまとめる。  

その後は、マニュアルを基に被虐待児家族再統合を積極的に進める。   

⑨被虐待児家庭復帰支援員設置  

児童福祉司や児童心理司を補助する非常勤職員。   

⑲地方機関再編（平成20年度）  

・春日井児童相談センターの新設（人口105万人の中央児相を分割）  

・児童相談所に福祉事務所及び障害者更生相談所を併合し、福祉相談センターとし  

て総合的で円滑な福祉対応を可能とする。   

・中央児童・障害者相談センターに企画・児童指導課を設置。  

児童相談所における研修、企画、統計等々に関する業務を加えた部署として、児  

童指導課を改編して設置。   

⑪迅速な対応体制  

夜間・休日を問わず、児相に虐待通報があった場合は、児相の代務員等から担当職  

員に連絡が入り、緊急の対応を行う体制となっている。  

（2）関係機関連携（ネットワーク）   

①市町村要保護児童対策地域協議会の設置と県レベルの要保護児童対策協議会の設置  

19年度に全市町村に設置完了。児童相談所は全ての協議会に中心的メンバーとし  

て参加し、連携手順や進行管理方法について確認しあう。（児童相談所管理ケースと  

市町村管理ケースを整理し進行管理する。）   

②市町村児童相談体制支援事業（平成17年度）  

児童福祉法の改正で市町村が児童相談の第一義的窓口になったことから、児童相談  

3   



所が市町村の支援を行う。  

②危機児童家庭サポートチーム   

要保護児童対策地域協議会以外で児童相談所が関係機関を召集する必要のある場合   

には、児童相談所を中心にチームを組む。  

③関係機関連絡調整会議   

各児童相談センター単位で、管内関係機関を集め連絡調整会議を開催する。  

④県警少年課との連絡会（毎月1回）  

⑤その他の会議：家庭裁判所との連絡会議  

（3）一時保護   

①保護所の入所定員を増員（平成12年20人→平成14年度40人→平成20年度48人）  

併せて職員も増員。   

②一時保護所に心理職員（非常勤）を設置。）   

③一時保護委託支援費  

養護施設等に一時保護委託をした場合の支度金相当に要する費用の一部を支援する  

（県単独）  

（4）施設・里親   

①児童養護施設等の整備補助（改築・新設）  

平成15年度 情緒障害児短期治療施設（日進市）新設  

平成17年度 乳児院（犬山市）新設  

平成18年度 乳児院（岡崎市）新設  

※施設の不足に対しては、計画的整備（新設・増設）が必要であるが、併せて家  

族再統合による家庭復帰の推進、より家庭的養護が行える里親委託の推進等の  

施策が必要。  

※老朽化している施設も多いので、入所児童の処遇改善のため順次、改築等を図  

っていく。   

②里親養育援助事業（里親ヘルパー）  

登録された里親ヘルパーが、里親の生活支援や相談支援を行う。   

③里親養育相互援助事業（里親サロン）  

児童相談センター等で開設するサロンで、相互の話し合いや研修等により、養育技  

術を高める。   

④里親委託推進事業  

里親委託推進員を児相に配置し、里親への委託推進を図る。各児相の里親担当が集  

まり、里親委託推進委員会を開催。マニュアルを作成し、円滑な里親委託や委託後  

の里親支援等を図っている。  

（児童担当児相と里親を管轄する児相とでの役割分担や、委託後の定期的訪問、里  

親委託の基本的考え方等についての内規的な児相職員向けマニュアル作成中。）   

⑤里親支援事業  

里親への研修の実施。  
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里親が安心して養育できるよう保険加入費を里親会連合会に補助。  

⑥里親掘り起し事業（平成20年度）   

里親を募集するための啓発キャンペーンを実施。過去にもシンポジウム等を実施。  

⑦身元保証人確保対策事業   

児童の就職時の身元保証人、アパートの連帯保証人に、里親や施設長等がなった場   

合に、損害賠償が発生した場合の保険の加入費を補助する。  

⑧乳幼児の養子縁組の推進   

保護者に戻せる可能性のない乳幼児については、積極的に養子縁組を検討する。   

※愛知県の乳児の養子縁組人数は他県に比べて多い。  

（5）啓 発   

①オレンジリボンキャンペーン2008   

19年度：オレンジリボンキャンペーン2007実施。  

過去にはシンポジウム等の啓発を実施実績有り。   

②虐待防止マニュアルの作成  

マニュアルは関係機関に配布し、研修を実施している。  

平成12年度  

平成13年度  

平成14年度  

平成15年度  

平成16年度  

平成17年度  

平成18年度  

平成19年度  

平成20年度  

医療機関用 子どもの虐待対応マニュアル  

教育・保育関係機関用 子どもの虐待対応マニュアル  

被虐待児家庭復帰のための 保護者指導マニュアル  

家族再生のための 地域型家族支援マニュアル  

市町村向け あいち子どもの虐待対応マニュアル  

愛知県版 市町村児童相談の手引き  

医療機関用・教育機関用マニュアル改訂  

被虐待児家族再統合プログラムの作成  

被虐待児家族再統合マニュアル  

③虐待防止啓発事業   

CAPNAに、児童虐待対応に関する関係者向けセミナーを委託。  

④主任児童委員等研修会   

主任児童委員等地域の関係者を対象に児童虐待等の基礎的な知識を習得ための研修   

会を実施。  

（6）その他   

児童相談所主管グループだけではなく、母子保健領域（母子保健グループ）において   

も虐待防止対策が実施されている。（特に予防的対応）  
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平成20年度児童虐待防止対策事業一覧  平成20年度予算要求額 63，101千円（平成19年度59．291千円）  

事  業  名  内  容   

愛知県安保護児童対策協議会設置費  児童福祉法25条の2に基づく安保護児童関係機関の代表者からなる協議会を設置し情報交換等を行う。年間2回開催。  

被虐待児家庭復帰プログラム実施・検証事業   
19年度に策定した被虐待児の家庭復帰、家族の再統合等を促進するためのプログラムを各児童相談センターで試行し、プログラ  
ムの有効性、問題点等を把握し、改良を加え、より実践的で効果の高いマニュアルを作成する。  
各児童相談センターごとに、管内関係機関との連絡調整会議を開催し、ネットワークを強化する。  

主任児童委員等研修会   主任児童委員等地域の関係者を対象に児童虐待等の基礎的な知識を習得するための研修会を実施する。  

児童虐待の危機介入時の法的なバックアップ等を行う弁護士を配置する。キャブナ弁護団に委託する。  

児童相談センターに、児童福祉司等と協力して被虐待児童の家庭復帰を支援するための業務を行う支援員を配置する。  
サポートチーム設置費   児童相談センターを中心に関係機関の実務担当者がサポートチームを組み、協働して対応する。  

児童虐待対応法医学専門医師設置費  虐待の判断を適切に行うために法医学的見地から診断・アドバイスを行う法医学専門医師（謝金）を配置する。  
児童虐待対応精神科医師設置費  虐待を行った保護者等に対してカウンセリングを行う精神科医師（非常勤嘱託）を配置する。  
一時保護所心理職員設置費  一時保護所に心理職員（非常勤職員）を配置し、心理的ケアを行う。  

一時保護委託施設支援費   施設へ一時保護委託した際の支度金相当に要する費用の一部を支援する。  

虐待防止啓発事業費  
専門的知識やノウハウを持つNPOに児童虐待対応に関する関係者向けセミナー等を委託実施する。  

（NPOとの連携）  
○地域関係者セミナー（保育所・幼稚園、学校等）   

発  ○市町村関係者セミナー（市町村担当職員）  

オレンジリボンキャンペーン2008   一般県民を対象に、児童虐待防止のシンボルである「オレンジリボン」の普及・啓発キャンペーンを行う。   

里親支援事業   児童を家庭的な環境の中で養育するため里親の研修を行う。  

里  児童相談センターに里親委託推進員を配置し、里親への委託を推進する。  

親  児童相談センターに登録した者を里親からの援助の求めに応じて派遣し、生活支援や相談支援を行う。  

支  
里親が児童相談センターに集い、児童福祉司OB等の援助のもとに子どもの養育について話し合い、里親自身の養育技術等の向上  

を図る。  

里親掘り起こし事業   里親制度に関する啓発キャンペーン（講演等）を行い、新規里親の掘り起こしを図る。  

身元保証人確保対策事業費  保護者のいない児童等が就職、進学等する際に施設長等が身元保証人になった場合の損害補償契約の保険料を補助する。   
家庭支援相談事業「365日子ども・家庭110番」  子どもを持っ家庭の悩みや問題等に関する電話相談を実施。実施日：1年を通して毎日 実施時間：9：00～17：00）   

見守り訪問員養成事業費  廃止  

○その他関連事業  

事  業  名  内  容   

児童養護施設整備費補助金  新  児童養護施設（平安寮 定員70人）の老朽化に伴う移転改築に補助する。   

児童相談所児童記録システム開発費 新  一人一台パソコンにより入力し、全児相のデ〕タを一元管理する児童記録システムを新たに開発する。   

○地方機関の再編   
「春日井児童相談センター」を新設。これにより、平成20年度から県内の児童相談センターは10か所となる。  

○児童相談センターの専門職員の充実   

スーパーバイザー1名増（13人→14人 春日井児佃含）児童福祉司9人増（74人→83人 春日井児相含）児童心理司2人増（29人→31人 春日井児相含）  

○一時保護所の定員増   

8人増（40人→48人）併せて職員体制を充実（正規4人増（17人→21人） 嘱託3人増（4人→7人） 夜間代務員1人増（2人→3人））   



資料2  児童養護施設入所児童等調査結果の概要（抄出1  （平成15年2月1日現在）  

① 里親委託・施設入所児童数 表1から  

里親委託   養護施設   情緒障害児  児童自立  乳児院   総 数   

短期治療施設   支援施設  

2，454人   30，416人   768人   1，657人   3，023人   38，318人   

6．4％   79．4％   2．0％   4．3％   7．9％   100．0％   

② 年齢別児童数  表2から  全児童数に対する0歳児＋1歳児の委託・入所割合  

里親委託  587人（1．5％）  乳児院  2，964人（7．7％）  

③ 委託・入所経路別児童割合  表4から  

総 数   家庭から  乳児院から  養護施設から  里親家庭から  その他   

里 親   2，454人   851人   799人   581人   78人   145人   

委託児   100．0％   34．7％   32．5％   23．7％   3．2％   5．9％   

乳児院児  3，023人   2，280人   48人   ＊   5人   690人  

100．0％   75．4％   1．6％   ＊   0．2％   22．8％   

④ 養護問題発生理由別児童数  表11から  比率％順  

⑤ 委託・入所時の保護者の状況別児童数  表12－1から  

両親ともいない   両親とも不明   不 詳   小 計   

里親委託児  290人11．8％   199人 8．1％   302人12．3％   791人 32．2％   

乳児院児   47人 1．6％   84人 2．8％   336人11．1％   467人15．5％   

⑥ 児童の今後の見通し  表14－1から  

保護者・親族宅へ   自立まで養育継続   養子縁組・里親委託   

里親委託児   361人14．7％   1，207人 49．2％   697人 28．4％   

養護施設児  10，455人 34．4％   17，199人 56．5％   420人1．4％   

⑦ 児童の今後の見通し  表14－2から  

保護者・親族宅へ  乳児院・養護施設継続   養子縁組・里親委託   

乳児院児   711人 23．6％   1，850人 61．2％   295人 9．8％  



愛知県分 新生児養子縁組（里子委託）・統計 アンケート調査・年度別集計表  
（注：この調査の新生児は、生後4週間未満の乳児。）  

新生児   出産前か  上段  里親と初対面時の新生児の生後日齢・日日  
年度   総数                の性別   らの相談  下段  里親家庭へ新生児を引き取った日齢・日日  

男  女  有  無  0  口  f2  13  14  5  6  ‡7  18  丁9  10    ′12  113  114  15  16  17  18  19  20  2†′｝25  26～30  31～   ウ   

6 年度   6人  2  4  3  3  2  

2  

7 年度   5人  2  3  3  2  2  

3  

8 年度   3人  2  ロ  ロ  2  

9 年度   4人  3  ロ  口  3  

10年度   3人  ロ  2  2  ロ  2  

11年度   5人  5  2  3  2  

口  口  ロ  ロ  

12年度  10人  5  5  6  4  3  4  ロ  口  口  
2    2  

13年度   8人  6   2  6  2  ロ   3  2  
2  2  

14年度   9人  3  6  6  3  3  ロ  4  
2  2  2  

15年度   8人  口  7  4  4  2  3  

1 2 

16年度  11人  ロ  10  6  5  3  

1 2 

10  10  15  10  2  総 計  72人  31  41  40  32  

5   3  

（本表の作成年月日：平成17年7月15日現在、特別養子縁組認容＝69件、却下＝1件、家裁申立中2件。）  作成者：社会福祉士 矢満田篤   
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「
生
ま
れ
て
間
も
な
い
男
の
 
 

赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
受
け
入
 
 

れ
ま
す
か
し
 
 
 

約
2
年
前
の
あ
る
日
の
午
後
 
 

8
時
ご
ろ
、
児
相
か
ら
豊
橋
市
 
 

の
女
性
（
彗
に
、
孝
子
稜
線
の
 
 

候
補
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
い
 
 

う
電
話
連
絡
が
突
然
入
っ
た
。
 
 

翌
朝
ま
で
に
返
事
を
し
な
く
て
 
 

は
な
ら
な
い
と
い
う
。
 
 
 

里
親
 
実
子
で
は
な
い
子
を
親
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る
人
。
 
 

蓉
絹
揖
開
閉
詣
鮎
謂
鋸
那
択
 
 

を
す
る
と
、
法
律
上
、
親
子
の
哲
叩
に
な
る
。
養
子
縁
組
を
目
 
 

的
と
し
な
い
皇
調
は
、
厚
労
省
令
で
、
「
彗
星
翠
、
3
年
 
 

以
上
の
養
育
皇
朝
を
経
験
し
被
虐
待
児
な
ど
を
専
門
に
養
育
す
 
 

る
「
専
門
里
親
」
、
「
親
族
里
親
」
、
「
短
期
里
声
の
4
種
 
 

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

愛
知
県
で
は
0
歳
児
の
華
子
縁
組
が
盛
ん
だ
。
児
苧
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
児
相
）
が
、
 
 

様
々
な
理
由
で
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
ら
れ
な
い
親
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
た
い
と
撃
つ
人
た
ち
と
の
 
 

仲
立
ち
を
す
る
全
密
約
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
親
が
愛
情
を
注
い
で
子
ど
も
を
育
 
 

て
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
考
え
る
か
ら
だ
。
 
 
（
井
上
宋
蚕
）
 
 

「
や
っ
と
授
か
っ
た
」
抱
い
て
涙
 
 

0
歳
児
か
ら
の
養
子
縁
組
 
 

愛
 知
の
児
童
 
 

n－Seikat5u＠aSahi．⊂Om  

写
真
は
な
く
、
実
の
栽
が
子
 
 

ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
理
由
 
 

や
、
子
ど
も
の
身
長
、
体
重
が
 
 

伝
え
ら
れ
た
。
希
望
は
女
の
子
 
 

だ
っ
た
が
、
い
て
も
た
っ
て
も
 
 

い
ら
れ
す
、
午
後
9
時
ご
ろ
、
 
 

天
（
4
1
）
の
会
社
に
廉
け
つ
け
、
 
 

相
談
し
た
。
天
も
「
巡
り
合
い
 
 

だ
か
ら
断
り
た
く
な
い
」
と
言
 
 

っ
た
。
 
 
 

・
1
 
 

‥
‥
‥
．
＝
 

1
‥
㌧
・
 
 

ヽ
－
3
－
 
 

「
ひ
 
／
 
 
 

／
 
叫
／
 
 

八
 
 降

雪
書
欄
儲
セ
ン
汐
〓
 
 

昨
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
城
と
教
会
 
 

と
遺
跡
を
巡
る
旅
に
出
た
。
ナ
ン
 
 

ト
と
い
う
町
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
を
 
 

出
発
す
る
朝
の
こ
と
だ
っ
た
。
 
 
 

ふ
と
左
手
の
小
指
を
見
る
と
 
 

「
な
い
」
。
天
か
ら
も
ら
い
、
お
 
 

守
り
代
わ
り
に
つ
け
て
い
た
グ
リ
 
 

ー
ン
オ
パ
ー
ル
の
小
さ
な
指
鱒
 
 

前
夜
は
遅
く
ま
で
は
し
ゃ
ぎ
、
疲
 
 

れ
て
寝
る
靡
、
ふ
と
外
し
て
机
の
 
 

上
の
灰
皿
に
置
い
た
気
が
す
る
．
 
 

し
か
し
分
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 
 

で
、
バ
ス
は
出
発
し
た
。
 
 

ひ
と
と
き
 
 

愛
知
県
の
児
相
は
、
学
校
や
 
 

病
院
か
ら
望
ま
な
い
妊
娠
な
ど
 
 

で
子
ど
も
が
生
ま
れ
そ
う
だ
と
 
 

連
絡
が
入
る
と
、
養
子
縁
組
を
 
 

希
望
す
る
人
と
生
み
の
割
と
の
 
 

仲
立
ち
を
す
る
取
り
組
み
に
力
 
 

を
入
れ
て
い
る
。
児
玉
福
祉
施
 
 

設
で
も
子
ど
も
を
献
身
的
に
育
 
 

女
性
は
約
6
年
間
、
不
妊
治
 
 

野
ぞ
し
た
が
、
「
先
の
見
え
な
 
 

い
暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
さ
ま
よ
う
 
 

よ
う
な
苦
し
い
」
日
々
だ
っ
 
 

た
。
そ
ん
な
時
、
偶
然
、
児
相
 
 

を
通
じ
た
里
親
、
養
子
縁
組
の
 
 

仕
組
み
を
知
っ
た
。
 
 
 

産
婦
人
科
医
ら
仲
介
先
駆
け
 
 

返ってきた指輪   

「
無
意
識
に
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
 
 

た
か
も
」
と
書
い
聞
か
せ
、
夜
、
 
 

次
の
宿
泊
地
の
ホ
テ
ル
で
ト
ラ
ン
 
 

ク
を
夢
中
で
あ
け
た
。
だ
が
、
見
 
 

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
我
が
不
注
意
 
 

を
葉
め
て
も
、
も
う
遅
い
。
添
乗
 
 

員
さ
ん
に
、
恐
る
恐
る
て
ん
ま
つ
 
 

を
窒
巳
た
。
彼
女
は
ホ
テ
ル
に
 
 

連
絡
を
取
り
、
1
時
間
後
に
「
あ
 
 

り
ま
し
た
」
と
連
絡
を
く
れ
た
。
 
 

旅
程
は
あ
と
1
週
間
だ
が
、
移
 
 

動
は
続
く
。
物
流
や
郵
便
も
日
本
 
 

ほ
ど
ま
め
で
は
な
い
ら
し
い
。
だ
 
 

が
不
思
諸
に
私
の
心
は
「
指
輪
が
 
 

あ
り
、
報
告
し
て
く
れ
た
」
と
い
 
 

う
事
実
が
1
つ
れ
し
く
、
「
も
し
戻
 
 

「里親サロン」に生後まもなく幸子縁組をした親子ら  
が集まり、j産んだり、情報交換をしたりしていた＝；1  
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矢
清
田
さ
ん
は
、
里
親
へ
の
 
 

委
託
は
、
施
設
に
子
ど
も
を
入
 
 

れ
る
の
に
比
べ
て
時
間
と
手
間
 
 

が
か
か
る
の
で
、
多
く
の
県
の
 
 

児
相
が
た
め
ら
っ
て
い
る
と
指
 
 

摘
す
る
。
里
親
探
し
や
受
け
入
 
 

れ
可
能
か
ど
う
か
の
面
撃
仏
ど
 
 
 

て
て
い
る
も
の
の
、
子
ど
も
の
 
 

幸
せ
の
た
め
に
は
、
幼
い
こ
ろ
 
 

か
ら
家
庭
貰
で
育
つ
方
が
よ
 
 

り
好
ま
し
い
と
考
え
る
か
ら
 
 

。
 
 

地
元
の
児
相
に
里
親
ら
が
集
 
 

ま
る
会
合
「
里
親
サ
ロ
ン
」
に
 
 

毎
週
通
い
、
す
で
に
養
子
縁
組
 
 

を
し
た
人
や
児
相
の
啓
興
ら
か
 
 

ら
、
体
験
読
や
実
情
を
聞
い
 
 

た
。
養
子
縁
組
に
向
け
て
里
親
 
 

と
し
て
墨
痕
す
る
た
め
、
児
相
 
 

の
関
係
者
と
2
回
面
接
し
、
児
 
 

里
親
 
 

0
歳
 
現
在
 
 「信頼関係築ける  

児相職員養成を」  

専門家指摘  

指
定
都
市
除
く
 
 

っ
て
こ
な
く
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
 
 
 

で
よ
い
」
と
い
う
思
い
に
変
わ
っ
 
 
 

た
。
そ
し
て
穏
や
か
な
気
持
ち
で
 
 
 

パ
リ
を
後
に
し
た
。
 
 
 

帰
国
か
ら
3
週
間
後
、
ポ
ス
ト
 
 
 

で
小
さ
な
金
属
音
が
し
た
。
簡
素
 
 
 

な
ホ
テ
ル
の
封
簡
に
、
指
措
が
一
 
 
 

つ
。
ナ
ン
ト
の
ホ
テ
ル
は
次
の
宿
 
 
 

泊
地
に
送
り
、
次
々
と
リ
レ
ー
さ
 
 
 

れ
た
が
間
に
合
わ
ず
、
戻
っ
て
き
 
 
 

た
の
を
送
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
し
 
 
 

い
。
多
く
の
方
々
の
善
意
と
手
間
 
 
 

に
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
 
 

愛
知
県
春
日
井
市
 
 

「
養
子
と
里
親
を
考
え
る
 
 

会
し
 
（
東
京
都
）
に
よ
る
と
、
 
 

愛
知
県
の
児
相
を
通
じ
て
、
養
 
 

子
縁
組
を
希
望
す
る
親
に
生
後
 
 

4
週
間
未
満
で
引
き
取
ら
れ
た
 
 

が
必
要
だ
か
ら
だ
。
 
 
 

全
国
の
児
相
関
原
著
か
ら
は
 
 

「
成
長
し
て
障
奮
な
ど
か
は
っ
 
 

き
り
分
か
る
ま
で
、
養
子
縁
組
 
 

を
含
め
た
里
親
へ
の
委
耗
を
進
 
 

め
る
の
は
責
任
が
重
す
ぎ
る
」
 
 

「
法
律
上
の
養
子
縁
組
が
成
立
 
 

す
る
ま
で
の
間
に
実
の
親
の
気
 
 

が
変
わ
っ
た
ら
混
乱
が
起
き
 
 

る
」
と
い
っ
た
声
が
漏
れ
る
。
 
 
 

厚
芳
省
に
よ
る
と
、
児
相
が
 
 

保
護
し
た
子
ど
も
の
う
ち
、
皇
 
 

親
に
委
託
さ
れ
た
子
は
わ
ず
か
 
 

約
g
％
。
残
り
の
子
は
施
設
で
 
 

育
つ
。
「
施
設
に
入
れ
っ
ば
な
 
 

し
で
、
家
庭
貢
の
中
で
養
育
 
 

し
な
い
の
は
『
社
会
的
ネ
グ
レ
 
 

ク
ト
（
無
視
）
だ
〓
と
矢
荷
 
 

田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
 
 

芸
福
祉
司
と
児
相
の
セ
ン
タ
ー
 
 

長
の
家
庭
訪
問
を
受
け
た
。
 
 
 

後
で
赤
ち
ゃ
ん
の
障
害
が
分
 
 

か
っ
て
も
輩
育
を
途
中
で
放
棄
 
 

し
な
い
、
孝
子
縁
組
の
民
法
上
 
 

の
手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
に
 
 

実
の
親
が
引
き
取
り
た
い
と
言
 
 

っ
た
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
返
す
、
な
 
 

ど
の
条
件
の
説
明
を
受
け
、
養
 
 

子
縁
組
に
つ
い
て
お
お
む
ね
理
 
 

解
し
て
い
た
。
 
 
 

児
相
に
受
け
入
れ
を
伝
え
た
 
 

数
日
後
、
乳
児
院
で
産
着
を
着
 
 

た
赤
ち
ゃ
ん
に
初
め
て
対
面
し
 
 

た
。
駒
に
抱
く
と
涙
が
あ
ふ
れ
 
 

た
。
「
や
っ
と
授
か
っ
た
わ
が
 
 

子
」
。
3
日
後
、
名
前
を
付
 
 

け
、
市
役
所
に
届
け
出
た
。
 
 
 

男
児
は
2
歳
に
な
っ
た
。
女
 
 

性
は
「
や
る
こ
と
な
す
こ
と
パ
 
 

パ
そ
っ
く
り
に
な
っ
て
き
た
。
 
 

や
っ
ば
り
、
う
ち
の
子
が
一
番
 
 

か
わ
い
い
」
と
笑
顔
で
話
す
。
 
 

冨
田
 
信
子
 
 

子
は
、
0
4
年
度
ま
で
の
1
1
年
間
 
 

で
7
2
人
に
上
っ
た
。
 
 
 

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
児
 
 

相
が
0
歳
児
の
養
子
縁
組
に
取
 
 

り
組
む
の
は
非
常
に
珍
し
い
と
 
 

い
う
。
 
 
 

愛
知
県
で
は
、
養
子
縁
組
に
 
 

至
ら
な
い
ま
で
も
、
里
親
に
養
 
 

育
を
委
託
す
る
ケ
ー
ス
も
多
 
 

く
、
0
7
年
3
月
宋
に
0
歳
児
2
0
 
 

人
が
套
託
さ
れ
て
い
た
。
摩
労
 
 

省
の
調
べ
で
は
、
政
令
指
定
都
 
 

市
を
除
い
て
全
国
で
最
も
多
 
 

ヽ
．
〇
 
 
 

愛
知
県
で
養
子
縁
組
が
多
い
 
 

背
景
に
県
産
婦
人
科
医
会
の
活
 
 

動
が
あ
る
。
7
6
年
か
ら
2
1
年
 
 

間
、
率
先
し
て
新
生
児
の
養
子
 
 

縁
組
を
仲
介
し
、
ユ
2
5
5
件
 
 

の
養
子
縁
組
を
成
功
さ
せ
た
。
 
 

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
赤
ち
ゃ
ん
 
 

が
遺
棄
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
 
 

こ
と
な
ど
か
ら
、
「
親
が
育
て
 
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
子
を
救
う
 
 

受
け
皿
を
」
と
取
り
組
ん
だ
。
 
 
 

そ
l
つ
し
た
活
卦
を
参
考
に
し
 
 

て
、
8
2
年
か
ら
、
児
和
も
養
子
 
 

縁
組
を
本
格
的
に
進
め
よ
う
 
 

と
、
当
麻
、
一
宮
児
相
に
い
た
 
 

社
会
碍
祉
士
の
矢
溝
田
軍
喜
 
 

ん
（
7
3
）
＝
愛
知
県
小
牧
市
＝
が
 
 

動
い
た
。
 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
 
 

授
で
「
養
子
と
里
親
を
考
え
る
 
 

会
」
理
事
長
の
湯
沢
薙
彦
氏
 
 

（
7
7
）
も
「
子
ど
も
の
人
間
形
成
 
 

の
た
め
に
は
、
0
裁
か
ら
家
展
 
 

環
境
の
中
で
育
つ
こ
と
が
大
事
 
 

だ
」
と
考
え
る
。
 
 

一
方
で
、
虐
待
な
ど
の
対
応
 
 

に
忙
し
い
多
く
の
児
相
に
は
、
 
 

仲
立
ち
す
る
余
裕
が
な
い
と
指
 
 

指
す
る
。
ま
た
、
実
母
や
孝
義
 
 

希
望
者
噂
秘
密
を
守
っ
て
も
 
 

ら
っ
て
里
親
探
し
を
詫
せ
る
倍
 
 

額
関
係
を
、
伸
介
機
関
に
求
め
 
 

て
い
る
と
い
う
。
湯
沢
さ
ん
は
 
 

「
デ
リ
ケ
ー
ト
な
事
案
を
撃
っ
 
 

こ
と
が
で
き
る
専
門
職
員
を
養
 
 

成
し
、
児
相
に
配
置
す
る
必
要
 
 

が
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 

びととき投稿募集します   
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霹∫料理メモ  

揚げ粟島のネギソース   

患
者
を
生
き
る
（
 
 

おなかのおしり④  
一
情
報
ク
リ
ッ
プ
 
 
 

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
 
 

「
現
在
、
障
害
者
自
立
支
援
 
 

法
を
問
う
J
 
週
日
午
前
1
0
 
 

時
4
5
分
～
午
後
3
痔
1
5
分
、
 
 

名
古
屋
市
中
区
金
山
1
丁
目
 
 

人
工
肛
門
と
人
工
膜
胱
を
装
着
す
る
一
 
 

銭
を
見
は
が
ら
位
置
な
ど
を
確
か
め
ワ
 
 
 

東
京
都
の
主
婦
、
杉
田
弘
7
 
 

ん
（
朋
）
＝
仮
名
＝
は
放
射
墾
 
 

が
ん
覿
の
治
庶
を
へ
て
、
括
帽
 
 

ん
を
切
除
し
、
0
3
年
3
月
、
・
 
 

こ
う
も
ん
 
 

肛
門
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
」
 
 
 

退
院
し
て
し
ば
ら
く
は
、
仙
 
 

で
い
た
肛
門
が
う
ま
く
働
か
J
 
 

l
日
に
2
0
回
、
3
0
囲
も
ト
イ
ー
 
 

駆
け
込
む
生
活
が
続
い
た
ご
 
 

も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
 
 
 

そ
れ
で
も
機
能
も
体
力
も
爪
 
 

ず
つ
回
復
し
、
家
事
を
し
た
h
 
 

3
人
の
子
ど
も
の
学
校
の
行
曾
 
 

参
加
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
｛
 
 

た
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
い
 
 

も
遭
び
に
行
っ
た
。
 
 
 

秋
ご
ろ
か
ら
再
び
下
血
が
硯
 
 

っ
た
。
手
術
し
た
膿
の
つ
な
ガ
 
 

か
ら
の
出
血
も
疑
わ
れ
た
が
、
 
 

る
く
て
、
高
熱
を
繰
り
返
し
」
 
 
 

0
4
年
夏
、
内
視
鏡
検
査
で
、
 
 

腸
炎
と
診
断
さ
れ
た
。
放
射
地
 
 

震
の
副
作
用
で
、
時
間
が
た
（
 
 

か
ら
出
る
晩
期
降
車
だ
っ
た
。
 
 

主
治
医
で
あ
る
昭
和
大
慧
 
 

市
北
部
病
院
の
遠
藤
俊
萱
集
 
 

「
手
術
で
炎
症
を
撃
」
し
て
‥
 
 

直
腸
を
切
る
し
か
な
い
で
す
．
 
 

説
明
し
宅
永
久
的
な
人
工
肘
 
 

【主な材料・2人前】   

鶏もも肉1枚（200㌘）、長泉ギ5  

宴ン、ショウガ、ニンニク各少々、レタ  

ス大1故   

【作り方】   
鶏もも肉に酒、オイスターソース各  
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